
ExcelのMFCA計算format
上で、MFCA簡易計算

１．研修の特徴

１） マテリアルフローコスト会計（以下、MFCA）を導入、展開する手順とポイントを具体的に学べます。

２） MFCAの計算ツールを、パソコン上で使用して、MFCAの計算手法、データ整理方法を習得できます。

３） 自社の製品、ラインで、MFCAを適用する場合の課題と対策を、具体的に検討することができます。

４） MFCA簡易計算ツールのformatと演習結果のデータを持ち帰り、研修後、速やかにMFCAを実施できます。

２．開催日時と開催場所

開催日： ２００８年１１月１８日（火） ９：３０～１７：００

会場：名古屋ソフトウェアセンター 研修室Ⅱ （詳細は裏面をご覧ください）

３．プログラム

４．参加の申し込み方法
エコプロネット会員の方は申込用紙に必要事項を記入し、メールにてお申込みくださいませ。
◆メールアドレス： info@fuluhashi.jp （担当：フルハシ環境総合研究所 太田千晶）
メールでのご返信が難しい場合は、下記のFAX番号へお送りください。
◆FAX： 052－324-5352（担当：フルハシ環境総合研究所 太田千晶）
※お申し込みいただいた方には、参加証を送付いたします。参加証はセミナー当日、ご持参ください。

５．参加費用、定員

参加費用は無料。定員２０名（申し込み受付は先着順とさせていただきます）

６．対象者

•製造業でMFCAを導入、展開を予定している企業の方

•自社のサービスとしてMFCAの導入指導を検討している企業、個人（会計士、コンサルタント、システムベンダーなど）

７．主催

エコプロネット、経済産業省、株式会社日本能率協会コンサルティング

平成２０年度 経済産業省委託 マテリアルフローコスト会計（MFCA）開発･普及調査事業

原油高、原材料費高騰の時代を生き抜くための経営管理手法、環境管理会計手法の実務研修をご紹介します

ISO14051 MFCA手法習得の“実務者向け研修会”ご案内
“原材料費高騰”時代のコストダウンを強力に推進し、同時に、製造業の環境配慮として

資源使用量・廃棄物の発生量を削減を実現する手法です

マテリアルフローコスト会計は、負の製品（廃棄物になった材料）に投入したコスト（負の製品コスト）を

ロスコストとして“見える化”します。この研修は、パソコンを使って、簡単な計算手法を習得できます。
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①製品全体の負の製品コスト

②工程別の負の製品コスト発生状況
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９：３０～１１：００ MFCAの考え方とMFCA導入の進め方、事例（講義）

１１：００～１２：００ MFCAの工程定義の考え方と事例（講義）と演習

１３：００～１７：００ MFCAデータの定義方法の講義と演習



 会場

 問い合わせ

名古屋ソフトウェアセンター 研修室Ⅱ
住所：名古屋市中区金山5-11-6 TEL：052-883-1203

■ 本研修申込に関する問合せ

フルハシ環境総合研究所 （担当：太田千晶）

TEL: 052-324-5351   E-mail : info@fuluhashi.jp
■ MFCAおよび研修内容に関する問合せ

JMAC 日本能率協会コンサルティング MFCA事業事務局 （担当：下垣彰、山田朗、増田さやか、池田和）

TEL:03-3434-7332 E-mail：mfca_eco@jmac.co.jp

申込日 年 月 日

貴社名 TEL FAX

所在地 〒

ご出席者 お名前 ご所属部署・役職 Emailアドレス

※本個人情報は、主催者の事業活動におけるセミナー、イベント、アンケートのお願いなどに活用させていただくことがあります。
※主催者は、収集した個人情報を適切に取り扱い、第三者への提供は行いません。
※本情報の訂正、削除などを希望される場合には上記お問い合わせ先までご連絡ください。

E-mail： info@fuluhashi.jp （担当：フルハシ環境総合研究所 太田千晶）

参加申込書

お願い

MFCA計算データを会社に持ち帰り活用するために、USBメモリーをご持参ください。

〔名古屋ソフトウェアセンターHPより転載〕


